
「

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

」

「

組

織

・

人

材

」

を

担

当

し

た

小

林

喜

一

郎

・

慶

應

義

塾

大

学

名

誉

教

授

の

話

　

世

界

レ

ベ

ル

で

経

済

や

政

治

の

状

況

が

大

き

く

変

化

し

て

い

る

中

で

、

グ

ロ

ー

バ

ル

に

お

け

る

日

本

の

立

ち

位

置

を

理

解

し

な

が

ら

、

世

界

的

に

直

面

す

る

課

題

に

ど

う

向

き

合

う

か

、

そ

れ

に

自

社

が

ど

う

貢

献

で

き

る

か

、

地

球

規

模

の

視

点

で

、

組

織

を

導

く

こ

と

が

で

き

る

リ

ー

ダ

ー

が

以

前

に

も

増

し

て

必

要

に

な

っ

て

い

る

。

　

リ

ー

ダ

ー

に

求

め

ら

れ

る

能

力

は

、

①

自

ら

の

価

値

観

を

持

ち

、

強

い

意

思

と

覚

悟

を

持

つ

「

経

営

価

値

観

」

、

②

自

社

の

利

益

、

社

会

、

社

員

の

発

展

の

た

め

に

必

要

な

こ

と

を

構

想

す

る

「

経

営

構

想

力

」

、

③

理

想

に

向

け

て

の

緻

密

な

分

析

と

ロ

ジ

カ

ル

な

戦

略

策

定

能

力

を

持

つ

「

戦

略

策

定

力

」

、

④

会

社

の

た

め

、

世

の

た

め

、

社

員

の

た

め

に

自

ら

が

先

導

す

る

勇

気

と

仕

組

み

を

つ

く

り

、

そ

れ

を

説

き

続

け

る

「

戦

略

実

行

力

」

の

四

つ

で

あ

り

、

そ

れ

ら

を

身

に

付

け

る

た

め

に

経

営

者

教

育

が

あ

る

と

思

っ

て

い

る

。

　

ケ

ー

ス

メ

ソ

ッ

ド

は

、

学

生

や

受

講

者

が

、

ケ

ー

ス

（

実

際

の

企

業

や

組

織

が

直

面

し

た

経

営

課

題

を

記

述

し

た

教

材

）

を

事

前

に

読

み

込

ん

だ

う

え

、

各

人

の

分

析

結

果

あ

る

い

は

意

思

決

定

の

内

容

や

そ

の

理

由

を

教

員

の

リ

ー

ド

の

下

で

発

表

し

、

議

論

す

る

授

業

形

式

で

あ

り

、

実

践

的

な

経

営

意

思

決

定

を

行

う

実

務

能

力

が

得

ら

れ

る

。

　

日

本

企

業

の

経

営

に

お

け

る

待

っ

た

な

し

の

課

題

は

、

自

社

の

持

続

可

能

な

状

態

を

目

指

し

て

い

く

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

経

営

だ

ろ

う

。

事

業

で

収

益

を

生

み

出

す

の

は

当

た

り

前

だ

が

、

社

会

に

対

し

て

ど

れ

だ

け

定

量

的

な

視

点

で

貢

献

で

き

た

の

か

が

大

事

で

あ

り

、

そ

れ

は

Ｅ

Ｓ

Ｇ

や

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

、

社

員

の

育

成

、

Ｄ

Ｅ

Ｉ

Ｂ

（

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

・

エ

ク

イ

テ

ィ

・

イ

ン

ク

ル

ー

ジ

ョ

ン

・

ビ

ロ

ン

ギ

ン

グ

）

な

ど

も

含

む

も

の

だ

と

考

え

て

い

る

。

収

益

を

生

み

出

す

と

と

も

に

、

広

く

社

会

の

課

題

や

社

員

の

働

き

が

い

、

人

生

の

豊

か

さ

と

い

っ

た

価

値

観

も

企

業

経

営

の

中

に

取

り

入

れ

、

従

業

員

を

先

導

で

き

る

リ

ー

ダ

ー

が

今

、

求

め

ら

れ

て

い

る

。

積田正和・新日本電工取

締役常務執行役員の話

　当社では、２０１７年４月

に、より積極的、効率的、

組織的に採用活動および

人材育成に取り組むため

に、「人材開発センター」

を新設した。人材育成に

おいては、新入社員からマネジメントクラス

まで、社員それぞれが求められる能力、技術、

知識を習得するべく、様々な研修・教育を整

備、実践している。

　これまでの研修は、管理職までは、階層別

の研修を中心に実施してきたが、その上の層

の研修はなかった。また、収益基盤強化のた

めの事業転換が強く求められている中で、次

の経営を担う幹部を継続的に育成する必要が

あった。その層の研修をきちんと体系立て、

将来の経営層になってもらう準備をしてもら

うために、経営幹部育成研修を始めた。

　経営幹部に必要な、自分で考え、自分で決

断する力を身に付けるために、研修では、ケ

ースメソッドを重視している。ケースメソッ

ドは経営幹部の育成にとても有用な方法だと

思うが、予習復習をしっかりしておかないと

学習効果が薄れてしまう。受講生は大変だが、

課題図書、事前課題、事後課題をしっかりこ

なし、受講すれば、受講生の身になる。この

ケースだったら自分はどう考えるか、どう意

思決定を行うのかを考えることで、また、グ

ループ討議を通じて相互に意見交換を行うこ

とにより、新たな気づきも得られたのではな

いかと思っている。

　研修の一環として、研修開始を前に青木泰

社長より、受講生に期待することやリーダー

シップで大切なことについての講話、そして

研修を終えた受講生と青木泰社長との対話を

実施している。「会社のあるべき姿と現在の

乖離、その要因を取り除く実施策（案）」に

ついて全社的な視点で、事前にレポートを書

いてもらい、それをもとに、�月�日に社長

と対話を行った。そうした対話や議論を通し

て、会社がより良くなり、成長に向かってさ

らに進んでいくことを期待している。

「社長との対話」の模様

　

新

日

本

電

工

（

本

社

＝

東

京

・

中

央

区

八

重

洲

）

は

、

合

金

鉄

事

業

を

は

じ

め

、

機

能

材

料

事

業

や

焼

却

灰

資

源

化

事

業

な

ど

特

色

の

あ

る

製

品

・

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

て

い

る

。

中

長

期

経

営

計

画

（

２

０

２

４

年

～

２

０

３

０

年

）

に

お

い

て

、

持

続

可

能

な

社

会

実

現

に

向

け

た

環

境

変

化

を

機

会

と

と

ら

え

、

「

社

会

課

題

の

解

決

」

と

「

企

業

価

値

の

向

上

」

を

両

立

し

た

具

体

的

な

事

業

戦

略

の

立

案

及

び

実

践

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

同

社

が

新

し

く

研

修

体

系

を

整

備

す

る

の

を

機

に

、

２

０

２

１

年

度

に

経

営

幹

部

育

成

研

修

、

２

０

２

２

年

度

に

は

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

生

み

出

す

仕

組

み

づ

く

り

支

援

、

２

０

２

３

年

度

に

は

部

長

候

補

者

向

け

研

修

を

請

け

負

っ

て

い

る

。

そ

し

て

、

今

年

４

月

か

ら

９

月

に

か

け

て

、

２

回

目

と

な

る

経

営

幹

部

育

成

研

修

を

、

部

門

長

９

人

を

対

象

に

概

ね

月

１

回

の

間

隔

で

実

施

し

た

。

　

経

営

幹

部

育

成

研

修

で

は

、

ケ

ー

ス

メ

ソ

ッ

ド

を

取

り

入

れ

、

講

師

は

慶

應

義

塾

大

学

大

学

院

経

営

管

理

研

究

科

の

教

授

ら

５

人

が

務

め

た

。

各

回

、

事

前

に

課

題

図

書

と

ケ

ー

ス

が

配

ら

れ

、

受

講

生

は

課

題

図

書

で

基

礎

的

な

知

識

を

身

に

付

け

た

う

え

で

、

ケ

ー

ス

を

通

読

し

設

定

さ

れ

た

設

問

へ

の

回

答

を

準

備

し

て

臨

む

。

当

日

は

討

議

を

中

心

に

進

行

さ

れ

、

講

師

に

よ

る

リ

ー

ド

を

も

と

に

全

員

で

議

論

を

し

た

。

さ

ら

に

事

後

課

題

と

し

て

、

ケ

ー

ス

か

ら

学

ん

だ

事

項

を

ま

と

め

る

と

と

も

に

、

い

か

に

自

社

に

活

用

で

き

る

か

考

え

、

提

出

す

る

こ

と

を

課

し

た

。

　

第

１

回

の

テ

ー

マ

は

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

（

４

月

）

で

、

時

代

と

と

も

に

変

化

す

る

企

業

組

織

の

あ

り

方

を

と

ら

え

、

様

々

な

状

況

、

場

面

に

置

か

れ

た

リ

ー

ダ

ー

の

行

動

を

多

面

的

な

視

点

で

考

察

し

、

参

加

者

は

自

ら

の

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

観

と

突

き

合

わ

せ

た

。

　

第

２

回

経

営

戦

略

（

５

月

）

で

は

、

様

々

な

状

況

や

ス

テ

ー

ジ

に

置

か

れ

た

企

業

の

事

例

か

ら

、

戦

略

策

定

の

基

礎

的

知

識

と

手

法

を

学

び

、

経

営

戦

略

の

本

質

を

理

解

す

る

こ

と

を

目

指

し

た

。

　

第

３

回

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

（

６

月

）

で

は

、

Ｂ

Ｂ

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

戦

略

立

案

に

必

要

な

基

本

的

枠

組

み

を

学

び

、

優

れ

た

技

術

力

を

収

益

に

結

び

付

け

る

た

め

の

戦

略

立

案

力

の

習

得

を

目

指

し

た

。

　

第

４

回

会

計

（

７

月

）

で

は

、

財

務

諸

表

か

ら

、

企

業

の

経

営

活

動

を

立

体

的

に

描

き

出

し

、

体

質

的

な

特

徴

を

読

み

解

く

力

を

身

に

付

け

た

。

実

際

の

企

業

の

財

務

諸

表

を

分

析

す

る

こ

と

で

、

企

業

の

体

質

的

な

強

み

・

弱

み

、

成

長

性

、

課

題

、

業

界

や

事

業

の

特

性

、

戦

略

を

読

み

解

い

た

。

　

第

５

回

財

務

（

９

月

上

旬

）

で

は

、

経

営

戦

略

に

お

け

る

財

務

的

思

考

に

つ

い

て

、

Ｍ

＆

Ａ

の

判

断

、

経

営

上

の

リ

ス

ク

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

、

成

長

戦

略

の

検

討

と

評

価

を

通

じ

て

、

経

営

幹

部

に

必

要

と

さ

れ

る

思

考

と

基

本

的

手

法

を

理

解

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。

　

第

６

回

組

織

・

人

材

（

９

月

下

旬

）

で

は

、

グ

ロ

ー

バ

ル

経

済

の

進

展

に

よ

り

、

日

本

企

業

も

組

織

の

あ

り

方

と

そ

こ

で

の

個

人

と

の

関

係

が

大

き

く

変

化

し

て

お

り

、

新

し

い

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

シ

ス

テ

ム

が

必

要

に

な

っ

て

い

る

た

め

、

組

織

戦

略

・

新

た

な

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

潮

流

に

着

目

し

た

。

　

研

修

で

は

、

「

イ

ー

ロ

ン

・

マ

ス

ク

―

テ

ス

ラ

、

ス

ペ

ー

ス

Ｘ

、

疾

走

し

続

け

る

夢

」

「

製

鉄

大

手

３

社

比

較

２

０

２

３

年

」

「

キ

ー

エ

ン

ス

２

０

２

３

年

」

「

グ

ー

グ

ル

�

ｃ

ｏ

ｍ

：

天

才

た

ち

の

『

検

索

と

広

告

』

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

」

と

い

っ

た

慶

應

義

塾

大

学

大

学

院

経

営

管

理

研

究

科

の

ケ

ー

ス

メ

ソ

ッ

ド

が

教

材

と

し

て

使

用

さ

れ

た

。

『

ビ

ジ

ネ

ス

ス

ク

ー

ル

で

教

え

る

経

営

分

析

』

『

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

と

事

業

数

値

化

力

』

な

ど

の

課

題

図

書

も

指

定

さ

れ

、

参

加

者

は

事

前

に

熟

読

し

た

。

　

最

終

回

を

終

え

た

後

に

は

、

受

講

生

は

研

修

で

の

学

び

を

基

に

、

「

社

長

と

の

対

話

」

に

臨

ん

だ

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

　

　

　

　

　

　

　


